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目刊 • えくてびあん^ All と語ろう • 立川に生さよう 


通巻46号 
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漢字テスト诚 


写舰『多摩川の鳥』刊行 




真如苑だよ 0 



ことが出来るのである。 

野箪ばかりでない、ここにはザ 
リガニやアメンポ{地元では才力 
マといぅそぅだ)をはじめとして、 
ウナギ•フナ •コイ •ハヤ•ヤマ 
メなどの魚から、キジ•カワセミ • 
ヨシキリ•セキ レイ • n サギとい 
つた烏たちが生ている。まさに、 
矢川は自然が S かに患づく川なの 
である。 

しかし、この自然も心ないもの 


R 本3:の山本丘人先生について 
習いまして。そんなこともあつ 
て•四季折々のニコラィ堂や花の 
スケッチを描きためていました" 
6年荊から蟣擷： S を習いはじ 
めまして、入院の時に描いた「二 
コラィ^」を染めたのがこれで 
す。钱纈染は一度蠟をたらナと • 
そこには色がつかなくなる。ごま 
かしがきかず，細やかさと緊張感 
がとても新鮮で楽しい仕法です 
が*描き上げたあとは大変疲れ 
るけどねごと語る堤復子さん。 


じめと I て映 111 など盛りだ^ 
くさんの用意がしてござい一：) 
ます。 5? 
_4川市民(成人> に限ら 
せて項きます。 


■お申し込み 
は「えくてび 

あん•コンパ 
ニオン」{本法 
を手渡してく 
れた人>へ" 



雨風のなかに撮り0づけ 

て14年 • 

鵜たちの表情が快く伝わ 

つてくる写輿集です。二の 

立川を龙れる多摩川にも、 

これほどの島たちがし 

TS ているということがよ 

くわかる一冊です" 


。 S 3、 rsc -3? v * 

.>¥a^s 3 ?IH3# 

©蘄日# 

4 ^ 0 rrvST 
3 r?lo r 
冷 Y 釜 of 5? t 1 iv-B 
、 v r xfn 6 rt :6 rrN >*::^3 J : 

^ ^ ^ fi 

YvJrk ^ SA 


r 


立川の浬水 



羽衣町に流れる清流、矢川。 

その源泉を探る。 



立川に唯 I 、*き出した清水に 
よつて出来た川がある。これが矢 
川である(羽衣町三丁目) 

普、この川では♦山葵(わさび r 
を栽培し育てていたといぅ"しか 
し、今日にいたつてはその形跡を 
見ることはできない。 

流れる水のされいさのあかしで 
あるかのように、川なずな(剌身 
などのツマに使われる裹級な0®. 
が P 生し、他にも川芹などもみる 


£5 


」ある幼稚 ill の前を通つ 
たら子供たちが手づくりの 
戌兜をかぶつて遊んでいま I 


a 




た"新 M 紙の兜に刀。思. 
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出しません か。 幼 かつた あ 

の頃…… • 

功爽やかな風の季»、心も 
_径くお出かけ•卜さい。 
■日時5 月 21 Btt > 

午後 2 時-. 4 時 
技■卸本*'真如宝物館を U 


空*に一字神入^^みよ。 

百 ■繚乱 

春：！： ■遅 


「 ttg 染(ろぅけつぞめ)で描い 
たニコライ$の風#なんですけ 
ど，荊に一年ほど入院をしまし 
て、病室からちようどこんな様 
子が ft えてね。まあ，昔から絵 
が好きで学校も女子美に人り、 


によつて崩されよぅとしている 
空カンやゴミが捨てられたリ、雑 
木などが投げ入れられ，さらさら 
と流れている川がせきとめられ、 
蓬(も)の繁殖によつて水は汚れ虫 
がわいたりといぅ状®になつてき 
ている 

そんな川をみかねてか、近くに 
住む石#晋さん{羽衣町3 丁目}は 
自主的に川の消掃をされている 
「あの石によくセキレイなんかか 
とまつて* くと JS 1 リに S いてとつ 
てもきれいなんだよね J とは、矢 
川を愛する石并さんの談てある 
源泉を求め溯(さかのぼ)つてい 
くと道路に突きあたる、下に蛸栗 
(あんきよ)が A え、二こから約 
100 ESS いつた所に、昔はまる池が 
あつたという周りには篠が生い 


茂リ、牛牵が通れる程度の道が国 
立へ伸びていたよぅである0 

いまや源泉であつた池のあたり 
には家が建ち、その様子をぅかが 
うことは出来ない"しかし、キラ 
キラと立川段丘から湧きだした水 
は、源泉周辺からいまだ清%矢川 
に注がれている 




一二代釈長/高田文夫 
(昭和，：二十！月一昭和三二半二屋 
A 田氏の思い出は尽きない • 
立川釈構内の官舍に住んでい 
た KE 駅長は夕食^ S ませると、 
私服のまま•駅舎に顔を a せる 
のが常だった。晚酌の洒がいつ 
になく美味しく S じられたある 
晚のことである。ホ D 酔い51分 
で，いつものょぅに駅舍に立ち 
•« ってみると、通9すがりの酢っ 
ばらいが、 「3 Jft を出せ！」と» 
を巻いていた•質の悪い酔っぱ 
らいのことである。難換をつけ 
て•小 R をせびりに來たのであ 
ろぅ0高田駅及は内心、®った 
なと思いつつも、ある考えがひ 
らめいた。高田駅長自身，酒が 
入って顔が赤みがかっていたの 
を良いことに、その酔つばらいに 
向ってこぅ2った”「俺が先に， 
駅 ft に用亊があって来てるんだ e 
おまえ： rlt の次だぞ。」すると 
その酔つばらいは、「そうか、じや 
ぁ，後はょろしく賴む」と，|豸 
だけ告げて夜の街へ消えた。そ 
の0£後、% EJK 長をはじめ，職負 


たちが' お腹を抱えて大笑いした 
のは3ぅまでもない。 

昭和三十年十 n 、 &都の人 P は 
八00万人を記録し、その八分の 
•が多摩地区に集中していたこと 
から、既に"通勤地«,が始まつ 
ていたことが容 •» に®*できる。 
♦ 突、跃舎は昭和 A 年に建てられ 
た時のままで、ほとんど拡張 もさ 



れず 、I 〇に十五万人もの利用客 
をさばかねばならなかつた。昭和 
六年設立当初は.万人程度の利用 
客であったが、昭和三+年には， 
十五倍にも膨れ上がり、旧態依然 
の駅の設備では，ラッシュ時に対 
応できなくなつていた。特に，北 
口と南口を結ぶ地下通路の sMa 
ひどかつた。 


ま 

^ 去る3月26.27日、 n れわだる空のなか、 e ^< 公民1 
Jlfl 皆館(柴 S 町)にて•第 I 回證まつり，が開催されだ。说 
回前では 兽 窓銀行(思いや0 •綦 思の怒口>としてのぼ 
t 1バザ—ガ行なわれてい§、立川市か1乐都から「ポ|1 
t € ランテイ P の*ちづ<0推進 事*」 の指$を受け•從 i 
^ 来の •一憲* 行が 発展 sa 大され、今回の S 催となつ E 。 1 
通営にあだつては、立川市社会福祉協嫌とな怒 
4, 0 、 IBK30 のポランテイアグル—フと豬団体が I つと i 
VV な0'新たな裾祉活動の»をつ<りあげていた。 

賢扉^^^^^^ 

HM 妙6 今 

•立 川にもこんなにコンコンと a 
きでる水があるとは思いもょリま 
せんでした。先日，羽衣町2 丁目 
に住む佐伯政雄さんに' 矢川の S 
を WI くぅち*水が^ tO こ知り、 
さつそく埂地に MS していただい 
た•この矢川には清ホが淹れてい 
るために，自然が».甚に息づい 
ていました。少しでも矢川の自然 
が伝わればと思います •立 川 rfl 
福祉協 m 仝が中心となり、30のボ 
ランティアグルーブが -5^ 公民贿 
に結集。「第|回椹祉まつり」が盛 
大に行なわれた•「來年は6つと《 
示に力をいれたい」と雄る®辺さ 
ん •あま リの寒さに目をさまして 
みると外は吉最色 C 4月として a 
明治以来の大古。桜の花に雪が* 
ぅ光景は•まさに絶 s です•春® 
に®ふおのづとえくてびあん 

|*鑤〕石鳟教鸚小川 W 千辦山 I 子鵰川 a 

曲中 8 子|9?-4||£字沢正51| 1 田供子 
|¥具〕天»坎男板«|期苫田«在 


崁梅線との 16 :通運紜を望む声 
も高まつていたが •»&— 古梅 
閲の毕線区間がネックとなり， 
後梅化を侍たねばネねなかった。 

昭和三十七年，高 m 氏は ffl *4 
鉄逍安理局»業部技を*後に、 
勤较四十年の国鉄を定年退職し 
た • 

立川駅長在住中、*もこころ 
に残る思い出はと S えば、米軍 
基地の MI 令官から、クリスマス 
パーティ—に招待されたことだ 
といぅ* 

かつて，米軍基地への物資* $) 
送を I 手に引き受けていた「立 
飛」への^込線も、立川基地返 
還後は，その檐能を失ない•廃 
止された。現在，その線路跡の 
一部は ig 路と化し，わずかに残 
されたレ—ルは赤箱て，維 m が 
生い茂るに任せている。今とな 
つては•鉄道と立川*地との係 
わりを峥かに物：站る遺跡となつ 
てしまつた0 

楽写离はお召し列車の通過を*;« 
す6、当畤の高田舻&-^長にと 
つて最高の栄誉であり、もっとも 
緊張する I 瞬である- 


?. 


立川クイズ 


立川駅〜西立川职間、東京発 
甯梅行きの苺車は4分かかり、 
立川発は3分で到着。なぜ？ 
東京*の霉車は©ポイント切 
り換えに時間がかかる。(2)大き 


く迁回して育梅線に入るため、 
©規則で速*を落している。 

〔4月号の答〕 0 
国常昭和? e 念公 III は完成する 
と日比ハ分公 »] の約11倍、国際的 
にも都市公 ill としては有数の規 
楔になります。 


「よぅこそ、協和へ」 
街内から 
芡顔のごあいさつ 


い0もこい0しよ 

が〇協和銀行 


所え<てびあん第 ^ n 
昭和六十三年五月一日発行 
発行所えくてびあん«集エ房 
東京«立川市骛蛸町 2-411 
ファインビルディング 3 F 
笔姑0四二五§0082 
雉集入立并誉介 
免行人沣抒嘉男 
印則所槐式会社立川印刷所 





























































行(立州支店一 



看板娘 



「いらつしやい ませ」 明るい声が店内に拇んでいる。 
スピードと 正確さが身上のハ— ドな仕丰を 笑职で こなす 
彼女たち。キビ キビと していつ もにこや かな©対はさす 
が銀 tr のはつらつ〃#板娘，であり i す。 








